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所属 氏名 教科 部活動等 

主任 田中 大基 地理歴史 剣道同好会、ボランティア活動部、めんちょこ活動部 

副主任 蝦名 雄仁 保健体育 硬式野球部、生徒会 
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３学年担任 尾形 洋紀 保健体育 硬式野球部 
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2025年（令和７年） 

4 月 8 日（火） 

文責：田中大基 

 大間高生の皆さん、入学、進級おめでとうござい

ます。１年間、よろしくお願いします。 

本年度は、「相手の立場に立って行動できる共

感的な人間関係の育成」を重視します。 

高校は新しい級友や先輩後輩と出会い、多様な

人間関係を育む場です。しかし、同じ学級でもコミ

ュニケーションが成り立っているのは２～３人

で、後の大多数は「顔は知っているけど話しをし

たことがない人がたくさんいる空間」になっては

いないでしょうか。 

つながったり協力したりすることが不得意なの 

生徒指導部通信 
青森県立大間高等学校 

で、みんなで何かしようとするとトラブルが起

こったり、同じグループの人間がいないと不安

に陥ってしまい、親密な関係でないから他のグル

ープの級友の行動や言動に悪意を感じてしまう。 

 先生たちはその状態を変えたいです。これから

大きく変わる予測が難しい社会において、他者

と力を合わせて問題を処理する力を身につけて

ほしいです。 

 １年間、他者と関わる積極的な活動をどんどん

取り入れていきます。皆さん、一緒に取り組んで

いきましょう。 

新入生の皆さん、入学おめでとうございます。

生徒会会長の３１HR横谷舷人です。 

現在生徒会は、３年生１０人、２年１０人の計

２０人で活動しています。生徒会は各行事の企画

運営などを行っています。全校生徒のために、貢

献できるやりがいのある組織です。中学校の頃、

生徒会を経験した人、未経験の人も私たちと一緒

に、大間から日本を盛り上げていきましょう！ 

生徒会長 ３１HR横谷 舷人 
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３ 「現代人には余暇が増えすぎた」byハンナ＝アーレント 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

「小人
しょうじん

閑居
かんきょ

して不善
ふ ぜ ん

をなす」とは、「徳が至らない

人は暇ですることがないとつい悪い事をしてしま

う」という意味です。 

 ちなみに、高校生は“暇”なのでしょうか？高校生

の本分は学習です。中学校と比べて難解であり、一定

の成績に至らなければ、進級や卒業だけでなく、就職

や進学にも影響します。暇など無いはず。それでも、

高校生はつい悪さをしてしまう（例えば、携帯電話

等の制限のない使用など）。 
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 アーレントは言いました「現代人には“余暇”が

増えすぎた」 

 かつては食べ物を頑張って作れば、その分お腹いっ

ぱい食べることができました。めいっぱい“労働”す

ればその分“必要なもの”を得ることができました。 

 しかし、何でも便利に楽に出来るようになってしま

うと、日々の生活の“必要なもの”が何だかわからな

くなってしまい、頑張って働いて得た報酬は、暇つ

ぶしのために消費されるだけ･･･ 

 そもそも“労働”とは“生きる喜び”に直結する

もののはずです。 

 自分の“生きがい”を味わいたい。社会や組織、

家族を豊かにしたい。だから、苦しいことがあって

も続け、利益を生み出しています。 

 高校生は、“労働”と“生きている”が直結して考

えにくく、“生きている”が当たり前のように感じて

いるのかもしれません。しかし、誰かの“労働”があ

るから皆さんの生活は成り立っています。 
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 国や地方自治体は、高校生に税金を課さないばか

りか、補助金等の支給を拡大させています。親御さ

んの会社でも、高校生の子どもを持つ場合、扶養手

当の拡充や労働条件を融通してくれています。それ

でも、“労働”は決して楽ではないはずです。 

 携帯電話等は、購入に 10 万円以上、毎月の使用料

も 1万円を超えるのではないでしょうか？ 

 親御さんの“労働”によって買ってくれた携帯電

話等を暇つぶしやルール違反のために用いるほど、

皆さんの心は曇っていないと信じています。 
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1906 年にドイツで生まれ、主に

アメリカで活躍した政治哲学者。

ドイツ系ユダヤ人であり、ナチズ

ムが台頭するドイツからアメリカ

に亡命し、大学で教鞭を執った。第

二次世界大戦後、西欧諸国の政治思

想に大きな影響を与えた。 

著書に『全体主義の起源』。また、「イェルサレム

のアイヒマン―悪の陳腐さについての報告」は、ホ

ロコースト研究の最重要文献のひとつとなった。 


